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ろくろ首と落頭民の間  

―怪異譚の日中比較の立場から―  

 

増 子  和 男  

 

前  言  

 小 泉 八 雲 こ と Lafcadio Hearn の 『 怪 談 ― Kuwaidan』 1に 収

め ら れ る「 ろ く ろ 首 ― Rokuro-Kubi」は 、今 日 の 多 く の 日 本 人

が 知 る 「 ろ く ろ 首 」 の 依 っ て 来 た る も の を 知 る 手 が か り を 示

す と 共 に 、 中 国 伝 来 と 考 え ら れ て い る 、 こ の 化 物 乃 至 は 異 人

の 日 本 的 変 容 に つ い て 考 え る 好 個 の 手 が か り を 提 供 し て い る 。 

*        * 

 物 語 の 舞 台 は 五 百 年 前 の 戦 国 の 世 。 主 人 公 で あ る 僧 侶 ・ 回

龍 が 元 は 九 州 の 豪 族 菊 池 氏 の 臣 下 で あ り 、 武 勇 の 誉 れ 高 い 家

に 生 ま れ た 剛 の 者 で あ っ た こ と か ら 説 き 起 こ し 、 彼 が 主 家 の

滅 亡 に 際 会 し 、 剃 髪 し て 諸 国 行 脚 の 僧 と し て 旅 に 出 る こ と に

な っ た 経 緯 を 述 べ 、 甲 斐 の 国 （ 今 日 の 山 梨 県 ） の 山 中 で 日 が

暮 れ 、行 き 悩 ん で い る と こ ろ で 一 人 の 樵 夫 に 出 会 い 、そ の「 親

切 な 」 勧 め に よ っ て 彼 の 家 へ 厄 介 に な っ た こ と か ら 怪 異 に 巻

き 込 ま れ る 。  

夜 中 、喉 の 渇 き を 受 け た 回 龍 が 、樵 夫 一 家 を 起 こ さ ぬ よ う 、

そ っ と 与 え ら れ た 寝 間 の 襖 を 開 け て 裏 の 筧 の 水 を 飲 み に 出 か

け よ う と す る と 、 樵 夫 一 家 五 人 の 首 の な い 胴 体 が 目 に 入 る 。  

  一 瞬 、 回 龍 は う ろ た え て 、 立 ち つ く し た 。 犯 罪 で も 起

こ っ た の か と 思 っ て 。 が 、 次 の 瞬 間 、 血 が な い こ と に 気

づ い た 。 し か も 、 そ れ ら 頭 の な い 首 が 、 刃 物 で 切 ら れ た

よ う に は 見 え な い 。 そ こ で 、 心 の う ち に 考 え た 。 ― 「 あ

る い は 、 こ れ は 妖 怪 に よ る 幻 な の か 、 そ れ と も こ の わ た

                                                  
1   明 治 ３ ７ （ 1 9 0 4） 年 ４ 月 出 版 。 こ の 年 の 9 月 2 6 日 に 八 雲 は 狭 心 症 に よ っ

て 急 逝 。 こ の 作 品 集 は 文 字 通 り 八 雲 最 晩 年 の 著 作 の 一 つ で あ る 。  
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し が 《 ろ く ろ 首 》 の す み か に お び き 入 れ ら れ た の か … …

『 捜 神 記 』 と い う 書 物 に 、 頭 の な い ろ く ろ 首 の 胴 体 を 見

つ け た ら 、 そ の 胴 体 を 他 の 場 所 に 移 す が よ い 。 そ う す れ

ば 、 そ の 頭 は 二 度 と 元 の 首 に つ く こ と が で き な く な る で

あ ろ う 、 と 記 さ れ て い る 。 さ ら に そ の 書 物 は 続 け て 、 こ

う 述 べ て い る 。 頭 が 戻 っ て き て 、 胴 体 が 無 く な っ て い る

こ と に 気 が つ く と 、 そ の 首 は 床 に 三 度 自 分 を 打 ち つ け て

― ま り み た い に 跳 ね 返 り な が ら ― 恐 ろ し さ の あ ま り 息 も

絶 え 絶 え に な り 、 そ の ま ま 死 ぬ で あ ろ う と 。 本 当 に こ い

つ ら が ろ く ろ 首 な ら ば 、 き っ と 良 か ら ぬ こ と を 企 ん で い

る は ず だ 。 だ と す れ ば 『 捜 神 記 』 の 教 え に 従 っ て も 差 し

支 え あ る ま い … … 」 2 

 

一 、  

『 怪 談 』 や 『 骨 董 』 所 収 の 物 語 に 代 表 さ れ る 小 泉 八 雲 の 作

品 は 、 多 く 既 存 の 古 典 や 物 語 に 取 材 し 、 彼 独 自 の 見 解 を 付 け

加 え る な ど し て は い る が 、 同 じ く 古 典 に 取 材 し な が ら も 、 自

ら の 作 品 テ ー マ を 色 濃 く 打 ち 出 そ う と し た 芥 川 龍 之 介 の 場 合

と は 大 き く 異 な り 、 先 行 す る 物 語 を 再 話 す る こ と に 、 よ り 力

点 を 置 い て 書 か れ て い た こ と は 既 に 先 行 諸 家 の 指 摘 す る と こ

ろ で あ る 3。  

右 に 引 い た 「 ろ く ろ 首 」 の 話 し も 、 江 戸 時 代 の 戯 作 者 と し

て 知 ら れ る 十 返 舎 一 九 『 怪 物
か い ぶ つ

輿 論
よ ろ ん

』 巻 之 四 「 轆 轤 首 悕 念 却 報
ろくろくびのきねんかへつてさいわいをむくふ

福 話
は な し

」に 基 づ く こ と が 既 に 突 き 止 め ら れ て い る が 4、古 典 文 庫

                                                  
2   船 木 裕 訳 『 完 訳  怪 談 』（ ち く ま 文 庫 、 筑 摩 書 房 、 19 9 4 年 ） に よ る 。  
3   広 瀬 朝 光 『 小 泉 八 雲 論 ― 研 究 と 資 料 ― 』（ 笠 間 叢 書 69、 笠 間 書 院 、 19 7 6

年 ） で は 、 特 に 一 章 を 裂 い て こ の 問 題 を 詳 細 に 論 じ て い る（ 第 五 章 「 類 型

的 作 家 芥 川 龍 之 介 の 創 作 方 法 」）。 な お 、 同 書 で は 、「 ろ く ろ 首 」 と 本 稿 で

後 に 触 れ る 原 話 の『 怪 物 輿 論 』と を 詳 細 に 比 較 し て い て 参 考 に な る の で 参

照 さ れ た い （ 第 二 章 「 原 話 と 創 作 と の 関 連 」 六 「 ろ く ろ 首 」）。  
4   こ の 方 面 の 研 究 は 、『 小 泉 八 雲 作 品 集 』の 編 者 と し て 知 ら れ る 平 井 呈 一 氏

が 先 鞭 を つ け ら れ た が 、 同 作 品 集 （ 全 訳 ） 第 1 0 巻 所 収 の 解 説 で は 本 作 品

を は じ め と す る 幾 つ か の 作 品 の 出 典 を 詳 細 に 考 証 し て 参 考 に な る（ 恒 文 社 、

19 6 4 年 ）。  
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所 収 の 同 書 を 見 る と 5、「 ろ く ろ 首 」 が 、 原 話 で あ る 『 怪 物 輿

論 』 が な か な か の 長 編 で あ る の を 短 編 へ と 圧 縮 し 、 さ ら に 八

雲 独 自 の 見 解 を 付 け 加 え る な ど し て は い る が 、 他 の 彼 の 再 話

作 品 と 同 様 、 話 の 筋 や 内 容 は 、 概 ね 原 話 に 忠 実 で あ る こ と が

分 か る 。  

特 に 、『 捜 神 記 』 云 々 に つ い て は 、 原 話 に 、  

捜 神 記 に 曰
いはく

尸 頭 蛮
し と う ば ん

あ り 。 頭 飛 び 去 つ て 後 。 其
そ の

身 を 別 の 所

に 移 せ バ 。 息 喘
いきあへぎ

急 に し て 死 す と 謂 へ り 。  

と あ る も の を 忠 実 に 踏 ま え る 。  

 こ こ に 言 う 『 捜 神 記 』 と は 、 言 う ま で も な く 東 晋 ・ 干 宝 編

と 伝 え ら れ る 『 捜 神 記 』 で あ り 、 よ り 具 体 的 に は 、 巻 十 二 収

載 の 「 落 頭 民 」 の 話 を 指 す 。  

秦 時 南 方 有 落 頭 民 。 其 頭 能 飛 。 其 種 人 部 有 祭 祀 、 號 曰 蟲

落 。 故 因 取 名 焉 6。  

 こ の 物 語 で は 、 秦 代 よ り 、 落 頭 民 の 存 在 が 知 ら れ て い た と

し 、 三 国 呉 の 将 軍 ・ 朱 桓 の 召 し 使 う 下 女 が 夜 な 夜 な 首 が 抜 け

て 外 へ 出 る の を 知 っ た 同 僚 が 胴 体 に 布 団 を 被 せ て お く と 、 明

け 方 戻 っ た 首 が た い そ う 苦 し が っ た と い う 話 を 載 せ て い る 。  

                                                  
5   中 谷 道 夫 編 『 怪 物 輿 論  付 、 田 舎 草 紙 ・ 滑 稽 膝 栗 毛 』（ 古 典 文 庫 49 7、 古

典 文 庫 、 1 9 8 8 年 ）。 同 書 は 享 和
きょうわ

三 年 （ 1 8 0 3） 三 月 、 京 都 の 勝 村 治 右 衛 門 、

大 阪 の 勝 尾 屋 六 兵 衛 、江 戸 の 松 平 平 助 、石 綿 佐 助 、多 田 屋 利 兵 衛 の 五 書 肆

か ら 発 刊 さ れ た も の で あ る（ 古 典 文 庫 本 に 付 せ ら れ た 中 谷 道 夫 氏 の 書 誌 解

題 参 照 。 同 書 30 9 頁 ）。  

  な お 、 富 山 大 学 附 属 図 書 館 は 、 小 泉 八 雲 旧 蔵 書 を 多 く 収 め て 「 ヘ ル ン 文

庫 」と 名 付 け て い る が 、そ の コ レ ク シ ョ ン に 収 蔵 さ れ て い る 八 雲 旧 蔵 の『 怪

物 輿 論 』 は 、 こ の テ キ ス ト の 翌 年 の 1 8 0 4 年 （ 文 化 元 年 ） 刊 と さ れ て い る

（『 ラ フ カ デ ィ オ ・ ハ ー ン  ヘ ル ン 〔 小 泉 八 雲 〕 文 庫 目 録 :富 山 大 学 附 属 図

書 館 所 蔵 』、 富 山 大 学 附 属 図 書 館 編 、 19 9 9 年 ）。 因 み に 、 同 書 で は 古 典 文

庫 で 版 元 の 一 つ を 「 京 都 勝 村 治 右 衛 門 」 と し て い る も の を 、「 京 都 藤 村 治

右 衛 門 」 と す る が 、 正 し く は 勝 村 で あ る 。  
6   こ の 文 は 、 西 晋 ・ 張 華 （ 23 2～ 3 0 0 年 ）『 博 物 志 』 巻 三 「 異 蟲 」 に 、「 南 方

有 落 頭 蟲 （ 范 寧 校 証 『 博 物 志 校 証 』、 古 小 説 叢 刊 、 中 華 書 局 、 19 8 0 年 。 な

お 、『 太 平 広 記 』巻 四 八 二 蠻 夷 三 で は『 博 物 志 』に 出 ず と し な が ら も 、「 蟲 」

は「 民 」に 作 る ）、其 頭 能 飛 。其 種 人 常 有 所 祭 祀 、其 蟲 即 至 、故 因 取 之 焉 。

其 飛 因 晚 便 去 、 以 耳 為 翼 、 將 曉 還 復 著 體 。 呉 時 徃 徃 得 此 蟲 也 。」 と 見 え る

の と 酷 似 す る 。 時 代 的 平 仄 に 従 え ば 、『 博 物 志 』 の 方 が 時 代 は 古 い の で あ

る が 、今 日 通 行 す る テ キ ス ト は 、散 逸 し た そ れ を 各 書 か ら 集 め た も の で あ

る こ と を 考 慮 す れ ば 、 そ の 先 後 は 、 に わ か に は つ け 難 い 。  
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 た だ し 、 八 雲 の 拠 り 所 と し た 原 話 『 怪 物 輿 論 』 が 既 に そ う

で あ る よ う に 、「 ろ く ろ 首 」で は 、そ の 生 態 と し て 、ろ く ろ 首

ど も は 地 面 や 木 立 の 中 に 見 つ け た 芋 虫 や 昆 虫 を 食 べ て い た 。

（ 原 話 :軒 墀
け ん ち

〔 の き・に は 〕を 離 れ し 樹 林 の こ な た に 。人 の 声

し て 虫 物
ち う ぶ つ

を 喰
く ら

ふ 五 つ の 首 あ り ）と す る が 、こ う し た 記 述 は『 捜

神 記 』 に は 全 く 見 ら れ な い 。  

し か し 、 こ れ も ま た 、 漢 籍 に 来 源 を 求 め る こ と が 出 来 る 。

そ れ は 、『 捜 神 記 』よ り 後 世 に 成 立 し た 、唐・段 成 式『 酉 陽 雑

俎 』 巻 四 に 、  

  嶺 南 溪 洞 中 、 往 往 有 飛 頭 者 。 故 有 飛 頭 獠 子 之 號 。 頭 將

飛 一 日 前 、 頸 有 痕 匝 、 項 如 紅 縷 。 妻 子 遂 看 守 之 。 其 人

及 夜 状 如 病 、 頭 忽 生 翼 、 脫 身 而 去 。 乃 於 岸 泥 、 尋 蟹 蚓

之 喰 。 將 曉 飛 還 、 如 夢 覺 、 其 腹 實 矣 。  

 と あ る も の を 踏 ま え た も の と 見 て 良 い 。 文 中 、「 尋 蟹 蚓 之 喰 」

と あ る の は 、『 捜 神 記 』 に 言 う 「 虫 落 」（ 虫 落 と し 、 つ ま り 虫

追 い の 祭 り ？ ） 7を 誤 り 伝 え 聞 い た こ と に よ る の で あ ろ う か 。

或 い は 又 、 本 稿 注 6 で 触 れ た 『 博 物 志 』 に 見 え る 「 落 頭 蟲 」

と い う 記 述 と を 混 同 し て し ま っ た 結 果 で あ る の か 8。 待 考 。  

 

二 、  

 さ て 、 こ の よ う に 首 が 飛 ぶ 「 落 頭 民 」（ 飛 頭 蛮 ） の 物 語 が 、

日 本 に 移 入 さ れ て 「 ろ く ろ 首 」 と な っ て い っ た こ と は 、 明 ら

か で あ る が 、 明 ・ 王 圻 の 『 三 才 図 会 』 に 倣 い 、 江 戸 中 期 の 漢

方 医・寺 島 良 安 に よ っ て 編 ま れ た『 和 漢
わ か ん

三 才
さ ん さ い

図 会
ず え

』（ 正 徳 二 年

〔 1712〕自 序 、同 三 年 林 鳳 岡 ほ か 序 ） 9や 、鳥 山 石 燕『 画 図 百

                                                  
7   農 業 を 営 む 人 々 に と っ て 、蝗 な ど の い わ ゆ る 害 虫 は 、作 物 の 大 敵 で あ り 、

そ れ を 追 い 払 う 祭 り は 、 現 在 も 世 界 各 地 に 広 く 散 見 す る 。  
8  『 博 物 志 』 が 「 落 頭 蟲 」 と 記 述 し て い る こ と に つ い て 、 中 国 の 神 話 伝 説 の

研 究 で 知 ら れ る 袁 珂 は 、 そ の 著 『 中 国 神 話 伝 説 大 事 典 』 の 「 落 頭 民 」 の 項

で 、誤 写 で あ ろ う と 推 定 す る（ 鈴 木 博 訳 、大 修 館 書 店 、19 9 9 年 ）。し か し 、

こ れ に つ い て は 、 今 少 し 詳 細 に 考 え る 必 要 が あ る よ う に 思 わ れ る 。  
9  『 和 漢 三 才 図 会  復 刻 版 』（ 東 京 美 術 、 19 7 0 年 ）。 な お 、『 和 漢 三 才 図 会 』
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鬼 夜 行 』（ 安 永 五 年〔 1776〕刊 ） 1 0な ど は 共 に 「 飛 頭 蛮 」と 表

記 し て 、「 ろ く ろ 首 」と 読 み 仮 名 を 振 っ て い る（ 本 稿 図 ２ 、３ ）。

と こ ろ が 、本 稿 図 １ の『 怪 物 輿 論 』の「 ろ く ろ 首 」は 、『 捜 神

記 』 や 『 酉 陽 雑 俎 』 の 記 述 通 り 、 身 体 か ら 完 全 に 離 れ た 形 で

動 き 回 る 首 が 描 か れ て い る の に 対 し て 、 細 い 線 の よ う に 描 か

れ て は い て も 、首 が 繋 が っ て い る 。こ う し た 描 き 方 は 、早 く 、

貞 亨 三 年 (1686)刊 と い う 『 古 今 百 物 語 評 判 』 巻 一 「 絶 岸 和 尚

肥 後 に て 轆 轤 首 を 見 給 ふ 事 」に も 見 る こ と が 出 来 る 。物 語 は 、

肥 後 の 国 （ 今 日 の 熊 本 ） の 一 村 の と あ る 家 に 一 宿 を 乞 う た 絶

岸 和 尚 が 、 真 夜 中 、 そ の 家 の 女 房 の 首 が 、 窓 の 破 れ 目 か ら 抜

け 出 て 、 明 け 方 近 く 戻 っ て き た と し 、  

 あ や し と 思 ひ て 念 比
ね ん ご ろ

に 見 れ ば 、 其
そ の

首 の 通 ひ し あ と に 白 き

す じ の や う な る 物 見 え た り 。 是 れ こ そ 轆 轤 首
ろ く ろ く び

よ と お そ ろ

し く 、 誠 に 過 去 の 業 因
ご う い ん

ま で お し は か ら ゝ る に 、 夜 明 け 方

に な り て 、 其 す じ 動 く や う に て 、 又 も と の 処 よ り 彼 の 首

か へ り 、 に つ こ と 笑 ふ や う に お の が ふ し ど に 入 り ぬ 。  

                                                                                                                                               
で は 、『 三 才 図 会 』 人 物 十 二 巻 「 大 闍 婆

ジ ャ ワ

国 」 の 「 其 国 中 有 飛 頭 者 。 其 人 目

無 瞳 子 、其 頭 能 飛 云 々 」と 言 う 一 節 を 引 く が 、そ こ に 描 か れ て い る 人 物 は 、

服 装 こ そ 漢 族 の そ れ と は 異 な る も の の 、見 る 限 り で は 、ご く 普 通 の 人 で あ

り 、 飛 頭 を 示 す 痕 跡 す ら 見 当 た ら な い （ 本 稿 図 6 参 照 。     

な お 、 本 稿 で 参 照 し た 『 三 才 図 会 』 は 、 上 海 図 書 館 所 の 明 ・ 萬 暦 年 間 、 王

思 義 校 正 本 の 後 印 本 で あ る 〔 上 海 古 籍 出 版 、 19 8 8 年 〕）。  

  因 み に 、『 和 漢 三 才 図 会 』で は 、こ の 他 、飛 頭 蛮 の 話 し と し て 、『 太 平 広

記 』 に 出 ず と し て 引 く 部 分 が あ る が 『 太 平 広 記 』 巻 四 八 二 「 蠻 夷 」 三 を 確

認 す る と 、 こ れ は 、 本 稿 で 先 に 引 い た『 酉 陽 雑 俎 』 巻 四 の 記 述 そ の ま ま で

あ る 。 し か し 、『 太 平 広 記 』 で は 同 書 の 前 の 段 に 出 て い る「 善 鄯 国 」（『 和

漢 三 才 図 会 』 の 表 記 。『 太 平 広 記 』 の 原 文 で は 、 鄴
ぎょう

善
ぜん

国 で あ る が 、『 酉 陽

雑 俎 』 の 原 文 「 鄯 鄯
ぜんぜん

国 」 に 従 う べ き で あ ろ う 。 鄯 善 国 と も 表 記 。 現 在 の 新

疆 維 吾 爾 自 治 区 鄯 善 県 。 中 国 南 部 で は な く 、 反 対 方 向 の 西 北 地 域 で あ る ）

の 東 、 龍 城 （ 現 在 の 遼 寧 省 朝 陽 県 十 二 台 営 子 。 こ こ で は 、 現 在 の 甘 粛 省 岷

県 の 東 北 の 地 と す る 今 村 与 志 雄 訳 注 『 酉 陽 雑 俎 』 １ 〔 東 洋 文 庫 38 2、 平 凡

社 、 1 9 8 0 年 〕 に 従 っ て お く ） の 西 南 地 域 に 関 す る 記 述 で あ り 、 明 ら か に

『 太 平 広 記 』 の 誤 引 。飛 頭 蛮 と は 本 来 全 く 別 の 記 述 な の で あ る 。 な お 、龍

城 に つ い て 、熱 洞 省 朝 陽 県 な る 地 名 を 注 す る 本 も あ る が（ 本 稿 注 15 の ④ ）、

こ れ は 熱 河 省 の 誤 記 で あ ろ う 。但 し 、こ の 呼 称 は 清 か ら 民 国 初 頭 の も の で

あ り 、 現 代 の 解 説 文 に 用 い る に は 不 適 切 で あ る 。  
1 0  高 田 衛 監 修 、 稲 田 篤 信 ・ 田 中 直 日 編 『 鳥 山 石 燕  画 図 百 鬼 夜 行 』（ 国 書 刊

行 会 、 19 9 2 年 ）。  
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と す る 11。 そ し て 、 本 稿 図 ４ に 見 え る よ う に 、 同 図 ２ 、 ３ な

ど と 同 じ く 、 細 い 糸 の よ う な 筋 が 首 と 胴 体 を 繋 い で い る と い

う 挿 絵 を 載 せ て い る 。 こ れ が 、 時 代 が も う 少 し 後 に な る と 、

そ れ は 細 い 筋 の よ う な も の か ら 、 首 そ の も の が 伸 び る と い う

形 へ と 変 わ っ て い く よ う だ が 、 首 が ス ル ス ル と 伸 び 縮 み す る

ろ く ろ 首 こ そ が 、 今 日 の 多 く の 日 本 人 が 知 る ろ く ろ 首 の 標 準

的 な 姿 で あ る 。  

 例 え ば 、本 稿 図 ５ は 、『 怪 物 輿 論 』と 同 じ 作 者 の 十 返 舎 一 九

の 『 信
たのみ

有
あ り

奇 怪 会
ばけもののまじわり

』 と い う 作 品 で あ る が 12、 伝 説 の 英 雄 ・ 坂 田

金 平 （ 有 名 な 坂 田 金 時 〔 幼 名 金 太 郎 〕 の 弟 と い う 設 定 ） に 、

ろ く ろ 首 （ 左 ） が 捕 ら え ら れ た の を 、 恋 人 の 見 越 入 道 （ 右 ）

が 、 金 平 の 叔 母 に 化 け て 救 い に 行 っ た と こ ろ 、 正 体 が ば れ て

し ま っ た と い う も の 。 こ れ は 、 酒 呑 童 子 配 下 の 鬼 ・ 茨 木 童 子

が 、「（ 源 ）頼 光 四 天 王 」の 一 人 に 数 え ら れ た 渡 辺 の 綱 が 切 り

落 と し た 自 ら の 腕 を 叔 母 に 化 け て こ れ を 取 り 戻 し た と 言 う 有

名 な 物 語 を 踏 ま え た も の で あ る 。 ろ く ろ 首 を 女 性 、 男 性 の ろ

く ろ 首 を 見 越 し 入 道 と し て い る こ と も 興 味 深 い が 13、 一 見 し

て 明 ら か な ほ ど 、 首 そ の も の が 伸 び る 形 に 描 か れ て い る こ と

が 良 く 分 か る 。  

        

三 、  

 ろ く ろ 首 は 、 日 本 の 多 く の 化 物 た ち が キ ャ ラ ク タ ー 化 さ れ

た と さ れ る 江 戸 期 以 来 、 首 が 長 く 伸 び る と い う 、 そ の 独 特

な 風 貌 も 手 伝 っ て か 、 専 門 家 と 非 専 門 家 と を 問 わ ず 、 様 々

な 人 々 が 、 様 々 な 角 度 か ら 、 こ れ を 論 じ 、 あ る い は 話 題 と

し て い る 14。し か し 、そ れ ら の 情 報 量 は 膨 大 な も の で あ り 、

                                                  
1 1  太 刀 川 清『 続 百 物 語 怪 談 集 成 』（ 高 田 衛・原 道 生 責 任 編 集『 叢 書 江 戸 文 庫 』

27、 国 書 刊 行 会 、 19 9 3 年 ） 所 収 。  
1 2  ア ダ ム ・ カ バ ッ ト 校 注 編 『 江 戸 化 物 草 紙 』（ 小 学 館 、 19 9 9 年 ） 所 収 。  
1 3  こ れ に つ い て は 、 後 に 少 し 触 れ る 。  
1 4  取 り 分 け 、 こ こ し ば ら く 続 い て い る 妖 怪 ブ ー ム の 影 響 も あ っ て か 、 イ ン

タ ー ネ ッ ト 上 で は 、 ま さ に 百 家 争 鳴 の 感 が あ る 。  
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質 的 に も 文 字 通 り 玉 石 混 淆 、 そ の 一 々 を 検 討 す る に は 、 多

大 な 時 間 と エ ネ ル ギ ー と を 要 す る が 、 そ の 要 点 を し っ か り

と 抑 え た 労 作 も 何 種 か 有 り 15、 本 稿 を 執 筆 す る 上 で 、 裨 益

を 受 け た 。そ の 詳 細 に つ い て は 、本 稿 注 15 で 示 し た 各 書 を

直 接 一  

読 し て い た だ き た い が 、 こ こ で 、 そ れ ら の 要 点 を ま と め る と

と も に 、 筆 者 の 見 解 や 付 帯 意 見 を 示 し 、 問 題 の 整 理 に 当 た

り た い 。   

【 来 源 に つ い て 】  

１  中 国 伝 来 の 落 頭 民 （ 飛 頭 蛮 ） の 話 し が 元 で あ る 16。  

２  そ う し た 物 語 が 生 ま れ た 背 景 と し て は 、  

a 古 来 、 中 国 南 部 や 東 南 ア ジ ア で 首 だ け の 妖 怪 が 伝 わ っ

て い る が 、こ れ が 原 話 で は な い か（ 注 15④ の 指 摘 ） 。  

                                                  
1 5  今 回 、「 ろ く ろ 首 」 の ア ウ ト ラ イ ン を 考 え る に 際 し て 、 本 稿 で 既 に 示 し た

書 籍 の ほ か 、 次 の 各 書 か ら 種 々 の 有 益 な 情 報 を 得 た （ 発 行 年 順 ）。  

①  柴 田 宵 曲 『 妖 異 博 物 館 』（ 青 蛙 房 、 19 6 3 年 。 増 子 が 参 照 し た の は 、

そ の 文 庫 版 〔 ち  

く ま 文 庫 、 筑 摩 書 房 、 20 0 5 年 〕、 ②  ア ダ ム ・ カ バ ッ ト 『 大 江 戸 化 物 細

見 』（ 小 学 館 、 20 0 0 年 、 ③  大 形 徹 『 魂 の あ り か ― 中 国 古 代 の 霊 魂 観 』

（ 角 川 叢 書 、 20 0 0 年 ）、 ④  村 上 健 司 『 妖 怪 事 典 』（ 毎 日 新 聞 社 、 20 0 0

年 ）、 ⑤  ア ダ ム ・ カ バ ッ ト 『 大 江 戸 化 物 図 譜 』（ 本 稿 注 1 2 の 本 と 、 ②

の 本 の 一 部 を 抜 粋 し て 大 幅 に 加 筆 し た も の ）、 ⑥  武 村 政 春 『 ろ く ろ 首

考 ― 妖 怪 の 生 物 学 』（ 文 芸 社 、 20 0 2 年 ）、 ⑦  ア ダ ム ・ カ バ ッ ト 『 も も ん

が あ 対 見 越 入 道 ― 江 戸 の 化 物 た ち 』（ 講 談 社 、 20 0 6 年 ）。  

こ の う ち 、 ⑥ は 生 物 学 者 の 立 場 か ら 妖 怪 を 考 察 す る と 、 ど の よ う に な

る か を 示 し た も の で 、 考 察 す る 視 点 は 増 子 と か な り 大 き な 相 違 が あ る も

の の 、 こ の 問 題 を 考 え る 言 わ ば 「 初 動 捜 査 」 の 大 き な 手 助 け と な り 、 ま

た 、 ① は こ の 方 面 の 先 駆 的 業 績 で あ り 、 ③ は ろ く ろ 首 全 般 に つ い て 手 際

よ く 纏 め て い る の で 、 全 体 を 見 通 す た め の na v i g a t i o n の 働 き を し て く

れ た 。  
1 6   今 野 圓 輔 『 日 本 怪 談 集  妖 怪 編 』 *で は 、 日 本 に も 古 く か ら 「 ろ く ろ っ

首 」の 伝 承 が あ り 、こ れ と 中 国 伝 来 の 落 頭 民 或 い は 飛 頭 蛮 の 伝 承 が 流 入 し

て「 混 乱 」 し て 今 日 に 至 っ た と の 説 を 展 開 す る が 、 ろ く ろ 首 が 、 怪 異 小 説

集 を も 含 む 大 量 の 漢 籍 が 輸 入 さ れ 、そ の 影 響 下 に 怪 異 譚 の 深 化 と 発 展 と を

遂 げ た 近 世 に な っ て 俄 に 話 題 と な っ て い る 点 や 、近 世 の 早 い 時 期 の 文 献 に

「 飛 頭 蛮 」に わ ざ わ ざ「 ろ く ろ く び 」と 付 し て い る 点 、或 い は 後 に な っ て 、

首 が 身 体 を 離 れ て 飛 び 回 る も の を「 抜 け 首 」と 名 づ け 、首 が 伸 び る ろ く ろ

首 と 分 け よ う と し て い る こ と な ど か ら 判 断 す れ ば 、支 持 し 難 い 。も し 、仮

に 近 世 以 前 に そ う し た 伝 承 が 人 口 に 膾 炙 し て い た な ら 話 は 別 で あ る が 、そ

う し た 痕 跡 が 見 当 た ら な い 以 上 は 、現 段 階 で は こ の よ う に 判 断 す べ き で は

あ ろ う 。  

   *  現 代 教 養 文 庫 （ 社 会 思 想 社 、 一 九 八 一 年 ）。 本 稿 で は 、 こ れ を 上 下 二

分 冊 と し た 中 公 文 庫 版 の 上 編 10 0 頁「 ろ く ろ っ 首 」の 項 を 参 照 し た（ 中

央 公 論 社 、 20 0 4 年 ）。  
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 〔 引 用 者 補 説 〕  

こ れ は 、 や は り 中 国 の 伝 統 的 異 域 観 を 考 慮 し な け れ ば な

ら な い で あ ろ う 。『 山 海 経 』に 代 表 さ れ る よ う に 、中 国 本 土

か ら 遠 い 地 域 に は 、 奇 怪 な 動 植 物 、 奇 怪 な 人 々 が 住 む と す

る 記 述 が 、 諸 書 に 見 出 さ れ る 。 そ の 姿 勢 は 時 代 が 下 っ て 、

本 稿 図 ６ で 引 い た 、 明 ・ 王 圻 『 三 才 図 会 』 に お い て も 基 本

的 に 変 わ ら な い 。こ う し た 発 想 の 理 由 と し て 、『 捜 神 記 』の

編 者 と さ れ る 干 宝 が 同 書 巻 十 二 冒 頭 （ 通 行 の テ キ ス ト 17で

は 300 通 番 ） で 示 し た 考 え が 参 考 に な ろ う 。  

「 変 化 論 」18と も 名 づ け ら れ る こ の 章 段 で は 、五 気（ 木 火

土 金 水 ） の 運 行 が 万 物 生 成 に 深 く 関 わ る こ と か ら 説 き 起 こ

し 、 漢 土 に 聖 人 が 多 く 生 ま れ 、 最 果 て の 地 で 怪 物 が 生 ま れ

る 理 由 を 、 漢 土 で は 和 合 の 気 が 交 わ っ た 結 果 で あ る と し 、

一 方 、 最 果 て の 地 で は 異 端 の 気 が 集 ま る た め で あ る と す る

（ 中 土 多 聖 人 、 和 気 所 交 也 。 絶 域 多 怪 物 、 異 気 所 産 ）。  

つ ま り 、 こ う し た 考 え に 依 れ ば 、 中 華 文 明 に 近 い と こ ろ

よ り も 、 絶 域 つ ま り 辺 境 の 地 ほ ど 、 こ う し た 怪 異 が 起 こ り

や す い と 言 う こ と と な る 。勿 論 、そ の 中 核 と な る 話 と し て 、

嶺 南 と 呼 ば れ た 中 国 南 部 の 地 域 － 今 日 言 う 広 東 省 、 広 西 チ

ワ ン 族 自 治 区 － 及 び ベ ト ナ ム の 一 部 な ど に 、 首 だ け の 異 人

の 話 が 伝 わ っ て い た と し て も 不 思 議 で は な い 。  

  b．  頭 こ そ が 魂 の 宿 る と こ ろ で あ る か ら 、 頭 が 飛 ぶ と い

                                                  
1 7  今 日 通 行 す る テ キ ス ト （ 二 十 巻 本 ） は 、 清 ・ 張 海 鵬 『 学 津 討 源 』 を 底 本

に 汪 紹 楹 が 校 注 を 施 し た も の を 、 北 宋 末 ・ 欠 名 氏 『 紺 珠 集 』 や 南 宋 ・ 曾 慥

『 類 説 』 を 用 い て 更 に 校 訂 し た と 言 う 、 古 小 説 叢 刊 本 『 捜 神 記 』（ 中 華 書

局 、 19 7 9 年 ） に 基 づ く も の が 多 い 。 最 近 、 出 版 さ れ た 李 剣 国 『 新 輯 捜 神

記 』（ 古 体 小 説 叢 刊 、 中 華 書 局 、 20 0 7 年 ） で は 、 諸 本 を 参 照 し て 三 十 巻 と

言 わ れ る 原 本 *の 復 元 を 試 み て い る 。 こ の テ キ ス ト は 、 配 列 な ど も 通 行 本

と 大 き く 異 な っ て い る 。  

   *  『 晋 書 』 巻 八 二 「 干 宝 伝 」、『 隋 書 』 巻 三 十 三 「 経 籍 」 二 。  
1 8  森 野 繁 夫 氏 に よ れ ば 、 こ の 章 段 と 通 行 本 第 ６ 巻 冒 頭 の 「 妖 怪 論 」 は 、 共

に 干 宝 の 原 本 に  

も あ っ た と 推 測 さ れ る と い う（ 森 野 繁 夫 ・ 先 坊 幸 子 訳 注『 陶 潜  捜 神 後 記 』

〔 白 帝 社 、 20 0 8 年 〕 ま え が き ）。 こ の 指 摘 通 り と す れ ば 、 こ の 章 段 は 、 ど

こ ま で が 干 宝 の 編 で あ る か が 明 確 で な い 、 現 行 本 『 捜 神 記 』 の 中 で 、 干 宝

そ の 人 の 考 え 方 を 直 接 知 る こ と の 出 来 る 資 料 と な る 。  
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う の は 、 人 の 魂 が そ の 頭 か ら 抜 け 出 て い く こ と を 言

っ た 所 に ろ く ろ 首 伝 説 の 来 源 が あ る（ 本 稿 注 15③ の

指 摘 ）。  

 〔 引 用 者 補 説 〕  

 こ の 指 摘 は 極 め て 鋭 く 、 か つ 、 ろ く ろ 首 に ま つ わ る 様 々 な

問 題 を 解 く 鍵 が あ る と 思 わ れ る 。  

 大 形 徹 氏 に よ れ ば 、 魂 は 頭 、 更 に 具 体 的 に は 脳 に 存 在 す る

と 考 え ら れ て お り 、 と も す れ ば 脳 を 収 め る 頭 蓋 骨 の 合 わ せ 目

か ら 抜 け 出 よ う と す る と し 、 そ れ を 防 ぐ の が 結 髪 で あ り 、 幽

霊 が 、 そ れ が 解 け た 「 ざ ん ば ら 髪 」 で あ る の は 、 魂 が 肉 体 か

ら 抜 け 出 て い る こ と を 象 徴 し て い る の だ と す る 。 そ し て 、 夢

は 人 が 寝 て い る 間 に 魂 が 肉 体 を 抜 け 出 て 体 験 し た 事 ど も で あ

る と し 、ろ く ろ 首 に つ い て は 、『 捜 神 記 』所 収 の「 落 頭 民 」の

話 し を 引 き 、 頭 が は ず れ て 飛 び 回 る と い う の は 何 と も 奇 妙 で

あ る が 、 恐 ら く こ れ は 夢 中 に 「 魂 」 が 離 脱 す る 話 し が ゆ が め

ら れ て 伝 わ っ た も の で あ ろ う 。  

 こ の 話 し に よ っ て も 頭 部 に 魂 が あ る と 考 え ら れ て い た こ と

が わ か る 。「 頭 （ 魂 ）」 が 戻 れ な く な る と 死 ん で し ま う の で あ

る 。と 説 く（ 同 書 第 一 章「 魂 の あ り か 」ろ く ろ 首 40～ 42 頁 ）。

1 9 

 こ の 指 摘 で 、 日 本 の ろ く ろ 首 を 考 え る に 際 し て 注 目 さ れ る

の は 、 離 魂 、 夢 と の 関 わ り に つ い て で あ る 。 先 行 の 諸 説 を 見

る と 、ろ く ろ 首 の 来 源 の 一 つ に 、「 離 魂 病 」を 挙 げ る も の が 少

な く な い 。 離 魂 病 と は 、 言 う ま で も な く 、 肉 体 か ら 魂 が 抜 け

出 て し ま う 病 と 考 え ら れ た も の で あ り 、 今 日 言 う 、 夢 遊 病 や

心 神 喪 失 を 伴 う 、あ る 種 の 心 の 病 な ど を 指 す も の と 思 わ れ る 。 

 離 魂 乃 至 は 離 魂 病 に ま つ わ る 伝 承 は 、 中 国 で も 良 く 語 ら れ

                                                  
1 9  大 形 氏 は 、 更 に こ の 文 の 後 、 日 本 の ろ く ろ 首 の 特 徴 と そ の 理 由 に つ い て

も 、 重 要 な 指 摘  

を す る が 、 そ れ に つ い て は 、 本 稿 第 四 節 で 、 詳 細 に 検 討 し た い 。  
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る が 20、「 夢 魂 」と い う 言 葉 が 詩 語 と し て 定 着 を 見 る ほ ど 、夢

は 肉 体 を 離 れ た 魂 の 体 験 し た こ と ど も で あ る と い う 認 識 は 、

中 国 だ け で な く 、 日 本 に お い て も 普 遍 的 で あ っ た も の と 思 わ

れ る 21。  

 『 捜 神 記 』 以 来 伝 承 さ れ る ろ く ろ 首 の 話 し の 多 く が 、 睡 眠

中 に 身 体 か ら 首 が 抜 け 出 す 乃 至 は 首 が 伸 び て い っ た と さ れ る

こ と か ら 推 せ ば 、 こ れ を 肉 体 か ら の 魂 の 遊 離 を 象 徴 的 に 述 べ

た も の と 見 る 事 が 出 来 る し 、 そ の 状 態 を 、 往 時 の 人 々 が 魂 の

器 と し て の 頭 の 遊 離 と 捉 え て い た と 考 え る こ と も ま た 、 十 分

首 肯 し 得 る も の と 言 え る 22。  

【 日 本 の ろ く ろ 首 の 特 徴 】  

１  ろ く ろ 首 の 男 女  

本 稿 図 ２ に 示 し た よ う に 、 ろ く ろ 首 は 、 男 女 の 区 別

は な い も の で あ っ た が 、 時 代 が 下 る と 共 に 、 図 3 に 示

す よ う に 、 ろ く ろ 首 と 言 え ば 女 の そ れ を 指 す 割 合 が 増

加 し 、 そ の 代 わ り に 見 越 入 道 な る 男 の ろ く ろ 首 が 登 場

す る 。 し か し 、 見 越 入 道 の 古 い 話 （ 例 え ば 、 荻 田 安 静

『 宿 直 草 』23〔「 見 越 入 道 を 見 る こ と 」〕や 、山 岡 元 恕『 百

物 語 評 判 』24〔「 見 こ し 入 道  并
あ わ

せ て 泉 屋 介 太 郎 の こ と 」〕

な ど ） で は 、 夜 何 や ら 気 配 が す る の で 、 振 り 返 る と 大

入 道 が 居 る 。 そ の 大 入 道 は 見 上 げ れ ば 、 見 上 げ る ほ ど

                                                  
2 0   唐 代 伝 奇 と し て 日 本 で も 広 く 知 ら れ る 陳 元 佑 「 離 魂 記 」 に 代 表 さ れ る よ

う に 、 離 魂 乃 至 は 離 魂 病 を モ チ ー フ と し た 作 品 は 枚 挙 に い と ま が な い 。  
2 1  『 古 今 和 歌 集 』 に 収 め ら れ て い る 夢 に ま つ わ る 有 名 な 歌 を 何 首 か 思 い 出

せ ば 、 容 易 に こ の 事 が 理 解 出 来 る 。 例 え ば 、 小 野 小 町 の 作 と い う「 思 ひ つ

つ 寝 れ ば や 人 の 見 え つ ら む 。夢 と 知 り せ ば 覚 め ざ ら ま し を 」な ど は そ の 典

型 で あ る 。  
2 2  村 上 健 司 氏 も 、 こ の 点 に つ い て 、 作 者 不 詳 『 曽 呂 利 物 語 』 *に 見 え る 「 女

の 妄 念 迷 ひ 歩 く 事 」と い う 項 に 、あ る 女 が 睡 眠 中 、そ の 魂 が 身 体 か ら 抜 け

出 て 、鶏 に な っ た り 首 に な っ た り 姿 を 変 え な が ら さ ま よ い 歩 い た と 言 う 話

し を 例 に と っ て 、「 こ の 類 話 は 近 代 の 民 俗 資 料 に も 見 え 、 抜 け 出 た 魂 は 火

の 玉 や 首 と な っ て 目 撃 さ れ る 。」 と 指 摘 す る （ 本 稿 注 15④ 「 ろ く ろ 首 」 の

項 参 照 ）。  

*   高 田 衛 校 注 『 江 戸 怪 談 集 （ 中 ）』（ 岩 波 文 庫 、 19 8 9 年 ）。  
2 3  高 田 衛 校 注 『 江 戸 怪 談 集 （ 上 ）』 所 収 （ 岩 波 文 庫 、 19 8 9 年 ）。  
2 4  高 田 衛 校 注 『 江 戸 怪 談 集 （ 下 ）』 所 収 （ 岩 波 文 庫 、 19 8 9 年 ）。  
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巨 大 化 す る と い う も の で あ っ た 。 こ れ が 、 後 に は 、 男

の ろ く ろ 首 と し て 物 語 に 登 場 し 、 本 稿 図 5 に 示 し た よ

う に 、 ろ く ろ 首 （ 左 ） の 夫 と い う 役 回 り を 与 え ら れ た

り 、 見 越 入 道 の 九 代 目 の 子 孫 と し て 「 見 越 の 介 」 な る

粋 な 若 者 す ら 考 え 出 さ れ る に 至 る （ 図 ７ ） 25。  

〔 引 用 者 補 説 〕  

   ろ く ろ 首 が 女 性 と 目 さ れ る よ う に な っ た 経 緯 は 、 今

し ば ら く 精 査 し た 上 で 考 察 す る 必 要 が あ ろ う 。し か し 、

前 項 ２ の b で 触 れ た 「 離 魂 病 」 な る 現 象 が 、 多 く 女 性

の 罹 る 病 と 考 え ら れ て い た こ と と 無 縁 で あ っ た と は 考

え 難 い 。 こ の 事 は 、 女 性 、 特 に 客 の つ か な い 遊 女 や 、

適 齢 期 に な っ て も 縁 づ か な い 女 性 た ち 26を 揶 揄 す る 言

葉 と し       

て 、「 ま さ か 夜 中 に 首 な ん ぞ 伸 ば し ゃ し な い だ ろ う ね 。」

等 と い う 軽 口 と な っ て 、 後 世 に ま で 継 承 さ れ る に 至 っ て

い る 。 27 

２  ろ く ろ 首 と 「 抜 け 首 」  

 本 稿 注 16 に 示 し た よ う に 、日 本 で は 、首 が 伸 び る 形 の

「 ろ く ろ 首 」が 主 流 と な る 中 で 、首 が 飛 ぶ 形 の も の を「 抜

け 首 」 と 称 し て 区 別 す る よ う に な る 。  

〔 引 用 者 補 説 〕  

前 述 し た よ う に 、 首 が 伸 び る 形 の 「 ろ く ろ 首 」 の 話 し

                                                  
2 5  ア ダ ム ・ カ バ ッ ト 『 化 物 図 譜 』（ 小 学 館 文 庫 、 20 0 0 年 ） よ り 引 用 。  
2 6  落 語 な ど に も 多 く こ う し た 言 い 方 を 聴 く こ と が 出 来 る が 、 江 戸 ・ 享 和 元

年 （ 18 0 1） に 刊 行 さ れ た 伴 蒿 蹊 『 閑 田 耕 筆 』 巻 二 に も 、 こ う し た 話 し が 見

え る （ 柴 田 宵 曲 編 『 随 筆 辞 典 』 巻 4「 奇 談 異 聞 編 」（ 東 京 堂 出 版 、 19 6 1 年 ）

を 参 照 。 な お 、『 閑 田 耕 筆 』 は 、 有 朋 堂 文 庫 （ 1 9 2 2 年 ） 並 び に 日 本 随 筆 大

成 第 1 期 第 1 9 巻 （ 吉 川 弘 文 館 、 19 7 5 年 ） で 見 る こ と が 出 来 る 。  
2 7  こ う し た 軽 口 は 、 筆 者 の 明 治 ・ 大 正 生 ま れ の 筆 者 の 親 や 親 類 た ち （ 生 ま

れ も 育 ち も 生 粋 の 東 京 人 ）の 間 で も 語 ら れ て い る の を 耳 に し て い る 。ま た 、

落 語 で も 、愚 か 者 の 与 太 郎 が 、格 段 に 身 分 の 違 う 良 家 の 娘 の 元 に 婿 入 り す

る が 、 そ の 相 手 が「 ろ く ろ っ 首 」 で あ っ た の で 、 大 慌 て で 逃 げ 帰 っ て き た

と い う 有 名 な 噺 が あ る（ 五 代 目 柳 家 小 さ ん の 名 演 で 知 ら れ る「 ろ く ろ っ 首 」。

明 治 3 8 年〔 1 9 0 5 年 〕三 遊 亭 円 左 の 初 演 と さ れ る が 、元 々 は 万 延 2 年〔 1 8 6 1〕

の 段 階 で 、既 に 上 方 で 演 じ ら れ て い た と の 指 摘 が あ る〔 東 大 落 会 編『 改 訂  

落 語 事 典 』、 青 蛙 房 、 19 9 6 年 〕）。  
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が 、 時 代 を さ ほ ど 大 き く 遡 り 得 ず 、 そ の 明 確 な も の は 、

近 世 以 降 の 所 産 で あ る と 考 え ら れ 、 中 国 伝 来 の そ れ が 、

肉 体 か ら 首 が 離 れ る 形 を と っ た「 ろ く ろ 首 」（ 落 頭 民〔 飛

頭 蛮 〕 型 ） が 、 首 の 伸 び る 形 へ と 変 容 さ れ た 理 由 、 更 に

は そ れ が む し ろ 主 流 と な っ て い っ た の は 何 故 か が 問 題 と

な る 。 こ の 問 題 つ い て は 、 本 稿 第 四 節 で 少 し く 考 察 を 加

え る こ と と し た い 。  

 ３  ろ く ろ 首 の キ ャ ラ ク タ ー 化  

   ア ダ ム ・ カ バ ッ ト 氏 が 、 そ の 著 作 で し ば し ば 指 摘 す る

よ う に 、 近 世 は 、 そ れ ま で 畏 怖 の 対 象 で あ っ た 化 物 に 名

を 与 え 、 そ し て 細 か な 性 質 や 特 徴 を 与 え て い っ た ― 同 氏

の 言 葉 を 借 り れ ば 、「 妖 怪 の キ ャ ラ ク タ ー 化 」の 時 代 で あ

っ た 。 そ う し た 動 向
ムーブマン

の 中 で 、 河 童 や 狸 や 狐 な ど と 共 に 、

ろ く ろ 首 も 人 気 キ ャ ラ ク タ ー と し て 、 い わ ば 一 家 を 成 す

に 至 り 、 そ の 余 波 は 今 日 迄 続 い て い る 28。  

 〔 引 用 者 補 説 〕  

   特 に 、数 多 く 開 か れ て い た 見 せ 物 小 屋 で は 、「 親 の 因 果

が 子 に 報 い 」た と 称 す る「 ろ く ろ 首 」の 見 せ 物（ 当 然 、

作 り 物 で あ る ） が 、 人 気 を 博 し た 。 既 に 多 く の 指 摘 が

あ る よ う に 、こ の 見 せ 物 小 屋 で 演 じ ら れ た「 ろ く ろ 首 」

の 姿 形 ― 頸 部 が 蛇 腹 状 に な っ て い て ス ル ス ル と 伸 び て

い く 29― が 、 大 方 の 知 る 「 ろ く ろ 首 」 像 形 成 に 大 き く

関 わ っ た も の と 考 え ら れ て い る 。  

         

 

                                                  
2 8  2 0 0 5 年 ８ 月 に 劇 場 公 開 さ れ た 映 画『 妖 怪 大 戦 争 』（ 監 督  三 池 崇 史  製 作 総

指 揮  角 川 歴 彦 ） で は 、 主 人 公 ・ 稲 生 タ ダ シ の 度 胸 試 し を す る 為 に 登 場 す

る が 、恐 怖 感 よ り も ユ ー モ ラ ス さ が 前 面 に 出 た キ ャ ラ ク タ ー と さ れ て い る 。 
2 9  当 然 こ れ は 作 り 物 で あ り 、 実 際 の 人 間 の 頭 部 を 作 り 物 の 胴 体 の 上 に 乗 せ

て 、蛇 腹 状 に 仕 組 ん だ 、こ れ ま た 偽 の 頸 部 を 、ス ル ス ル と 伸 ば し て み せ る

と い う 体 の も の で あ り 、 こ れ が 、 大 方 の イ メ ー ジ す る「 ろ く ろ 首 」 像 の ベ

ー ス と し て 定 着 し た と 考 え て 良 い で あ ろ う 。  
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四 、  

さ て 、 以 上 の よ う に 、 落 頭 民 、 飛 頭 蛮 と 中 国 で 呼 ば れ た 化

物 ― と 言 お う か 、 異 人 と 言 お う か ― の 話 し が 、 我 が 国 に 伝 来

し て 、 先 記 よ う に 日 本 的 変 容 を 遂 げ た と 考 え ら れ た の だ が 、

こ こ で 整 理 し て お く べ き な の は 、 何 故 元 々 身 体 か ら 離 れ て 浮

遊 す る と 考 え ら れ て い た も の が 、 肉 体 と し っ か り 繋 が っ て 、

首 の み が 伸 び る と い う 形 に 変 容 さ れ て い っ た か と い う 点 で あ

る 。  

こ の 問 題 は 、 或 い は 先 行 の 人 々 は あ ま り に 当 然 す ぎ て 、 改

め て 論 ず る ま で も な い と 考 え 、 敢 え て 触 れ る こ と を し な か っ

た か と も 考 え ら れ る が 、む し ろ 当 然 と 思 っ て い る こ と に こ そ 、

見 落 と し や 思 い 違 い な ど が 潜 ん で い る こ と が 少 な く な い 。 そ

こ で 、 本 節 で は 、 こ の 問 題 を 整 理 ・ 検 討 し て お く こ と と し た

い 。  

        *        * 

 大 形 徹 氏 は 、首 が 体 を 完 全 に 離 れ る 落 頭 民 (飛 頭 蛮 )型 の「 ろ

く ろ 首 」 に 対 し て 、 首 が 伸 び る 乃 至 は 首 が 肉 体 と 紐 状 に 繋 が

っ て い る タ イ プ の「 ろ く ろ 首 」が あ る こ と に つ い て 、「 魂 が 肉

体 か ら 離 れ て い な い こ と を 示 し て い る の だ ろ う 。」と 指 摘 す る

30。 江 戸 期 の ろ く ろ 首 図 の 比 較 的 古 い 時 期 の も の ほ ど 、 首 が

伸 び る と 言 う よ り ま る で 細 い 紐 乃 至 は 糸 の よ う に 、 首 と 肉 体

と を つ な げ て 描 い て い る の は 、 ま さ し く 氏 の 指 摘 さ れ る 通 り

で あ ろ う 31。  

ろ く ろ 首 伝 説 が 、 離 魂 乃 至 は 離 魂 病 と 関 連 づ け て 考 え ら れ

て き た こ と を 思 い 合 わ せ れ ば 、 肉 体 か ら 完 全 に 切 り 離 さ れ た

                                                  
3 0  『 魂 の あ り か 』（ 本 稿 注 19） 4 2 頁 。  

3 1   先 に 引 い た 『 古 今 百 物 語 評 判 』 巻 一 「 絶 岸 和 尚 肥 後 に て 轆 轤 首 を 見 給 ふ

事 」に 、「 首 の 通 ひ し あ と に 白 き す じ の や う な る 物 見 え た り 。」と あ る の は 、

そ の 古 い 形 を 留 め る も の と 考 え て 良 い で あ ろ う 。  
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魂 が 再 び 戻 れ な い と い う 事 態 は 、す な わ ち 死 を 意 味 す る 。『 捜

神 記 』 に 収 め ら れ る 「 落 頭 民 」 の 話 で も 、 明 け 方 近 く 戻 っ て

き た 首 が 、 身 体 に す っ ぽ り と か け ら れ た 掛 け 布 団 に 遮 ら れ て

元 に 戻 る こ と が 出 来 な く な り 、 七 転 八 倒 の 苦 し み を 示 す と 言

う 記 述 が あ り 、 別 の 話 と し て 、 あ る 人 が 、 落 頭 民 の 首 が 身 体

を 離 れ た 隙 に 大 き な 銅 盤 で 身 体 を 覆 っ た と こ ろ 、 首 が 戻 れ な

く な り 、や が て 死 ん で し ま っ た と 言 う 記 述 も 加 え て い る の は 、

こ の 辺 り を 言 っ た も の と 見 て 良 い 。  

 つ ま り 、 ろ く ろ 首 と 身 体 と が 細 い 紐 状 に 繋 が っ て い る と い

う 形 で 描 か れ る の は 、 こ の 人 物 が 身 体 か ら 首 は 離 れ て は い る

が 、 決 し て 死 ん だ の で は な く 、 生 命 を 維 持 し て い る の だ と い

う 事 を 象 徴 し て い る と 考 え ら れ る 。  

更 に 、 こ れ に 江 戸 時 代 人 の 「 首 が 飛 ぶ 」 こ と へ の 強 い 畏 怖

乃 至 は 禁 忌 の 情 も 加 わ っ て い た こ と を も 併 せ 考 え る べ き で あ

ろ う 。  

良 く 知 ら れ て い る よ う に 、魚 の 開 き 方 と し て 、「 江 戸 の 背 開

き 、 上 方 の 腹 開 き 」 と い う 言 葉 が あ る が 、 武 家 が 人 口 の 多 く

を 占 め て い た 江 戸 で は 、魚 の 開 き 方 に ま で 、「 切 腹 」を 連 想 さ

せ る 腹 開 き を 厭 い 、 そ の 伝 統 は 今 日 に 至 ま で 継 承 さ れ て い る

32。  

「 首 が 飛 ぶ 」 に 至 っ て は 、 刑 罰 と し て の 斬 首 を 連 想 さ せ る も

の で あ り 、「 腹 を 切 る 」以 上 に 禁 忌 の 意 識 が あ っ た と 考 え て 良

い 。 知 ら れ て い る よ う に 、 武 士 の 切 腹 に 際 し て 介 錯 す る 場 合

は 首 の 皮 一 枚 を 残 す の を し き た り と し 、 そ れ を し 損 じ る と 、

斬 首 と 同 じ 事 と な っ て し ま い 、 介 錯 を し 損 じ た 人 も 、 そ の 責

め を 負 っ て 腹 を 切 ら ね ば な ら ぬ 仕 儀 と な る 。 そ れ ほ ど 、 武 士

                                                  
3 2   新 潟 県 の 三 面 川 は 、 鮭 の 人 工 艀 化 に 日 本 で 初 め て 成 功 し た 所 と し て 知

ら れ る が 、 当 時  

の 村 上 藩 の 殖 産 興 業 と い う 側 面 か ら 拡 が っ た こ と も 影 響 し 、今 日 に 至 る ま

で 、「 塩 引 き 」 に す る た め に 鮭 の 腹 を 開 い て も 、 そ の 一 部 を 切 り 残 す 方 法

(止 め 腹 )が 伝 わ っ て い る 。こ れ も ま た 、切 腹 の イ メ ー ジ を 避 け て の こ と と

さ れ て い る 。  
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の 切 腹 の 介 錯 と 、 刑 罰 と し て の 斬 首 は 、 極 め て 厳 密 に 区 別 さ

れ て い た の で あ っ た 33。  

 こ う し た 「 首 が 飛 ぶ 」 こ と に 対 す る 強 い 禁 忌 乃 至 は 嫌 悪 の

情 を 背 景 と し て 、 前 記 し た 首 を 身 体 と 繋 ぐ 細 い 紐 状 の 「 ろ く

ろ 首 」 の 描 き 方 が 、 よ り 強 固 な 形 で 広 く 定 着 し た と 見 る こ と

は 、 当 時 の 情 況 に 即 し た も の と 考 え て 良 い だ ろ う 。  

 こ れ が や が て 、 首 そ の も の が ス ル ス ル と 長 く 伸 び て い く と

い う 、 今 日 広 く 知 ら れ る 「 ろ く ろ 首 」 像 へ と 変 容 さ せ ら れ る

の は 、 前 記 し た 見 せ 物 小 屋 で 考 案 さ れ た 「 工 夫 」 も 少 な か ら

ず 関 与 し た で あ ろ う が 、 こ の よ う に 非 合 理 的 な も の に 対 し て

も 、 少 し で も 合 理 的 に 解 釈 し よ う と し た 当 時 の 人 々 の 意 識 を

も 考 え 合 わ せ る べ き で あ ろ う 。 他 の 数 多 く の 化 物 た ち が 、 時

代 の 変 遷 と と も に 、 非 合 理 は 非 合 理 な り に 何 と か 合 理 的 乃 至

は 現 実 に 即 し た 方 向 で キ ャ ラ ク タ ー 化 さ れ て い っ た こ と は 、

そ の 例 を 挙 げ る の に 、 さ ほ ど の 不 自 由 を 要 し な い 34。  

怪 し い 話 で も 不 思 議 な 話 で も 、 後 に な れ ば な る ほ ど 、 ま こ

と し や か な 話 が 付 け 加 え ら れ る の も 、 そ う し た 気 持 ち の 表 れ

な の で あ ろ う 35。  

「 ろ く ろ 首 」 の 話 に 即 し て 言 え ば 、 江 戸 期 の 随 筆 に も 、 そ

の 痕 跡 を 辿 る こ と が 出 来 る 。 そ の 多 く は 、 ろ く ろ 首 の 実 在 を

説 き 、 中 に は 、 首 が 長 く 伸 び る と 言 っ て も 長 押
な げ し

に ま で 伸 び た

と い う の は 嘘 で あ り 、 首 が 伸 び る と 言 っ て も せ い ぜ い 一 尺 程

                                                  
3 3  幕 末 に 活 躍 し た 新 選 組 局 長 ・ 近 藤 勇 が 、 武 士 と し て 切 腹 を 希 望 し た に も

関 わ ら ず 、そ の 出 自 が 非 武 士 階 級 (武 州 多 摩 の 郷 士 )で あ っ た こ と を 理 由 と

し て 斬 首 刑 に 処 せ ら れ た こ と (実 は 、 新 選 組 に よ っ て 殺 さ れ た 、 討 幕 派 の

同 志 た ち の 報 復 )も 思 い 起 こ さ れ よ う 。  

3 4  平 戸 藩 主 ・ 松 浦
ま つ ら

静 山 の 『 甲 子 夜 話 』 や 根 岸 鎮
やす

衛
もり

『 耳 袋 (嚢 )』 な ど で は 、

河 童 を 始 め と す る 様 々 な 妖 怪 変 化 の 類 を 論 じ て 、 多 く そ の 実 在 を 説 く が 、

こ う し た 不 合 理 な 存 在 を 出 来 る 限 り 合 理 的 に 解 釈 し よ う と し て い る 点 が

興 味 深 い 。  
3 5   少 し 以 前 、 日 本 全 土 を 騒 が せ 、 あ っ と い う 問 に 人 々 の 口 の 端 に 上 る こ と

の な く な っ た「 口 裂 け 女 」 の 話 を 考 え て も 、 姉 妹 で あ る と か 、 整 形 手 術 に

失 敗 し た と か 、 陸 上 競 技 の 選 手 で あ っ た と か 、 い か に も ま こ と し や か な

様 々 な 「 情 報 」 が 付 加 さ れ て い っ た こ と を 思 い 起 こ せ ば 、 了 解 さ れ よ う 。 
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度 で あ る と の「 目 撃 者 」の 談 話 を 載 せ る も の ま で あ る に 至 る 36。 

 

お わ り に 、  

以 上 、 ろ く ろ 首 に つ い て 、 日 中 (中 日 )比 較 の 立 場 で 、 こ れ

を 検 討 し た が 、 こ の 他 に も 、 中 国 伝 来 の 妖 怪 変 化 の 類 が 、 日

本 的 変 容 を 遂 げ た 例 は 少 な か ら ず 見 出 さ れ る 37。  

 こ の 際 、 問 題 と な る の は 、 何 で も 中 国 伝 来 で あ る と す る 立

場 や 、 全 て が 日 本 古 来 の も の で あ る と 声 高 に 主 張 す る 態 度 で

あ る 。  

 こ れ ま で 見 た 「 ろ く ろ 首 」 の 例 で も 明 ら か な よ う に 、 た と

え そ の 元 が 中 国 の も の で あ っ て も 、 日 本 的 変 容 は 少 な か ら ず

あ る の で あ り 、 そ れ を 単 な る 中 国 の 物 真 似 と 見 る こ と は 出 来

な い ほ ど の 水 準 に 達 し て い る と い う 事 実 を 忘 れ て は な ら な い 。 

オ リ ジ ナ ル が 何 か を 探 る 営 み と と も に 、 そ れ が い か に 変 容

し て 行 っ た か を 辿 る 営 み を 続 け れ ば 、 殊 更 に 自 国 の オ リ ジ ナ

リ テ ィ を 誇 っ て 他 国 を 蔑 ん だ り 、 オ リ ジ ナ リ テ ィ の 不 足 を 嘆

い て 卑 屈 に な っ た り 、 そ れ を 嫌 っ て 逆 に 排 他 的 に な っ た り す

る 愚 か ら 、 私 た ち を 多 少 な り と も 解 放 し て く れ る の で は な い

か 。 こ こ に こ そ 、 互 い の 国 の 文 学 や 文 化 を 比 較 す る 一 つ の 大

き な 意 味 が 潜 ん で い る よ う に 思 う の だ が 、 如 何 な も の で あ ろ

う か 。  

 

 

                                                  
3 6  伴 蒿 蹊 『 閑 田 耕 筆 』 巻 二 (本 稿 注 2 5 参 照 )。 同 書 で は 、 ろ く ろ 首 の 実 在 を

証 明 す る た め 、 こ の 他 、 数 多 く の 「 実 見 談 」 を 集 め て こ れ を 論 じ て い る 。 
3 7  増 子 も 、 こ れ ま で 、 冥 界 か ら の 使 者 (死 神 )や 、 眉 目 口 眉 の な い 化 物 「 の

っ べ ら ぼ う 」 な ど に つ い て 、 幾 つ か の 論 考 を 草 し て い る 。 * 

   *  「 死 神 」談 義 ― 中 国 古 小 説 を 中 心 と し て ―（『 文 学 に お け る 死 生 観 』〔『 梅

光 女 学 院 大 学 公 開 講 座 論 集 』 第 38 集 、 笠 間 書 院  、 1 9 9 6  年 〕）。「 の っ ぺ

ら ぼ う 」考（ 上 ）― 中 国 古 典 文 学 の 観 点 か ら ―（『 中 国 詩 文 論 叢 』25 集 、

中 国 詩 文 研 究 会 、 2 0 0 6 年  ）、「 の っ ぺ ら ぼ う 」 考 （ 中 ） ― 中 国 古 典 文 学

の 観 点 か ら ― （『 中 国 詩 文 論 叢 』 26 集 〔 中 国 詩 文 研 究 会 、 20 0 7 年  〕）、

「 の っ ぺ ら ぼ う 」 考 ― そ の 「 正 体 」 を 中 心 と し て ― （『 梅 光 学 院 大 学 公

開 講 座 論 集 』 第 56 集 、 笠 間 書 院  、 2 0 0 8 年 6 月 刊 行 予 定 ）。  
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【 付 記 】本 稿 は 、2008 年 ２ 月 に 本 誌 を 刊 行 す る 輔 仁 大 学 日 本

語 文 学 系 大 学 院 に お い て 行 っ た 集 中 講 義 の 一 部 の 内 容 に 、 手

を 加 え た も の で あ る 。 茨 城 大 学 教 授 （ 元 梅 光 学 院 大 学 教 授 ）  

 

【 図 版 一 覧 】  

      

 

図 １ 「 ろ く ろ 首 図 」 １ （ 十 返 舎 一 九 『 怪 物 輿 論 』）       

図  ２ 「 ろ く ろ 首 図 」 ２ （ 寺 島 良 安 『 和 漢 三 才 図 会 』」）         
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図 ３ 「 ろ く ろ 首 図 」 ３ （『 画 図 百 鬼 夜 行 』 陽 之 巻 ）      

図 4「 ろ く ろ 首 図 」 ４ （『 古 今 百 物 語 評 判 』）  
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図 ５ 「 ろ く ろ 首 図 」 ５  （ 十 返 舎 一 九 『 信 有 奇 怪 会 』）      

図 6「 大 闍 婆 国 人 図 」（ 明 ・ 王 圻 『 三 才 図 会 』）  

 

図 ７ 「 見 越 の 介 」（「 雪 女 廓 八 朔 」）  


